
平成２０年５月

相武台地域まちづくり会議



提言にあたって

私たちの住む相武台地域は、相武台団地やグリーンパークなどの大規

模集合住宅の建設とともに大きく発展してきた地域ですが、経年ととも

に都市化や少子高齢化が進み、地域における生活環境も大きく変化して

まいりました。

当地域は、自治会加入率も高く、防犯・ボランティア・サークルなど

の地域活動が非常に活発であることから、今後は、こうした地域の特色

を生かし、人と人とのふれあいをより深め、まちづくりにつなげていく

ことが大切だと思います。

このたび、新しい総合計画や都市計画マスタープランの策定に際して、

地域住民の代表による「相武台地域まちづくり会議」を組織し、地域の

課題や将来像について話し合い、提言書としてまとめました。

この提言が、市の総合計画等の策定に、十分生かされ、実現されるこ

とを期待するとともに、提言書の作成を契機として、地域まちづくりの

活動の輪がさらに広がり、子どもたちの未来が、輝いたものになるよう

積極的に取り組んでまいりたいと考えております。

相武台地域まちづくり会議

会 長 丸塚 幾男
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１ 地域の現況と課題

相武台地域は、相模原市の南東部に位置し、座間市境とキャンプ座

間に隣接し、人口の多くが、相武台団地やグリーンパークなどの大規

模集合住宅に集中してきた地域です。

しかし、築年数が３０年以上を経過し、それにともなう大規模集合

住宅住民の高齢化や、少子化により人口が減少し、地域内の小学校が

統廃合されるなど、再び地域の人口を増やし、活気あるまちとするた

めに、若い世代が住みやすい環境づくりや新たな拠点の整備とともに

出張所管区の見直しが求められています。

また、道路については、県道の慢性的な渋滞や通学路にも関わらず

歩道が狭いなど、高齢化の進む当地域においては、安全で円滑な道路

への改善や、歩道などのバリアフリー化が求められています。

さらには、地域住民の交流の場である公民館が手狭となっており、

様々な地域の活動において制約があるなど、地域コミュニティの充実

を図る上で、住民が多数集える新たな交流の場の建設が、急務となっ

ています。
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２ 重点提言項目（地域重点方策）

当地域は、次の６点を重点的な提言とします。

（１）出張所管区の見直し
麻溝台・新磯野地域については、大規模な住宅整備等により人口増加

を図るとともに、生活圏との食い違いで、防災などの地域の活動に支障

がある出張所管区を見直すことにより、にぎわいと活気あるまちづくり

を進める。

（２）人と人とがふれあい、思いやりのあるまちづくり
地域での思いやりや助け合いの風土づくりを進めるため、あいさつな

どを通じての心のふれあいやボランティアの輪を広げるとともに、地域

住民と学校との協力体制の充実を図る。

また、当地域は様々な地域活動が活発に行われていることから、人と

人とのふれあいや交流をさらに深めるための場となる新たな多目的ホ

ールの建設を進める。

（３）人にやさしいみちづくり
高齢者が多く、また歩道が狭いなど、誰もが安全に歩くことができる

ように、歩行者の安全を確保するための歩道の拡幅や段差解消などのバ

リアフリー化を進める。

特に市道相武台４７号については、人、自転車の安全を考慮したやさ

しいみちづくりを進める。

（４）誰もが安心して暮らせるまちづくり
地域の安全を確保するため、防犯パトロール活動の充実を図るととも

に、出張所管区に対応した交番の管轄の見直しを働きかける。

また、地震などの災害時に向けた避難方法の検討や住民の高齢化に対

２



応するため避難所となる小学校トイレのバリアフリー化を進めるとと

もに、日常生活における高齢者・障害者などに対する地域ぐるみの支援

策を検討する。

さらに、消防車、救急車などが進入できるよう、狭い道路の改善を進

める。

（５）愛着のある「ふるさと相武台」づくり
子どもたちが、伸び伸びと健やかに成長できるよう、地域住民と学校

とが協力した体制づくりやモラルの向上を進める。

また、地域住民の「ふるさと相武台」への愛着心を育むために、様々

な人々が暮らす当地域の特色を生かし、多様な人や文化の交流や地域の

活性化を図れるイベントを創設するなど、相武台地域にふさわしい特色

ある新しい地域文化を創造する。

（６）基地のないまちをめざして
基地による地域間の交流の分断やヘリコプター騒音の解消のために、

基地の返還に向けた地域と市とが一丸となった取り組みを進めるとと

もに、地域内における自動車等の円滑な通行を確保するために、キャン

プ座間ゴルフ場周辺外周道路の共同使用を促進する。
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３ 分野別のまちづくり提言

（１）都市基盤・交通

分野別課題

提言項目

①円滑な道路交通の確保

・幹線道路の拡幅整備（県道相模原相武台、県道町田厚木）

・キャンプ座間ゴルフ場周辺外周道路の共同使用を促進する。

②道路拡幅による安全の確保

・市道相武台４７号の歩道の拡幅などによる人、自転車にやさし

いみちづくりを進める。

地域を通る幹線道路である県道相武台相模原（村富線）は、県道町田厚木（行幸

道路）との交差点付近など慢性的な渋滞となっており、これまで渋滞解消のための

４車線化の検討を進めてまいりましたが、道路の拡幅整備には至っていません。

また、キャンプ座間に平行している市道相武台４７号などの生活道路には、道幅

が狭いにも関わらず、抜け道として多くの自動車が通過したり、歩道が狭いなど、

誰にも安全でやさしいみちづくりが求められています。

さらには、市役所や病院などの公的機関へのバス路線や現在のバス路線の運行本

数が少ないなど、交通の利便性の向上が求められています。

隣接する麻溝台・新磯野地域については、大規模な住宅整備等により人口増加を

図るとともに、生活圏との食い違いにより、防災などの地域の活動に支障があるた

め、一部を相武台出張所管区へ変更することにより、にぎわいと活気あるまちづく

りへの期待がされています。
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・消防車、救急車などが進入できるよう、狭い道路の改善を図る。

③道路環境の改善

・右折レーン設置による交差点の渋滞解消を図る。

・大雨時の道路通行を確保するため、道路冠水箇所の解消を図る。

④交通利便性の向上

・市役所、病院などの公的機関へのバス路線や現在のバス路線の

運行本数の充実を図る。

⑤新たな拠点の整備

・麻溝台・新磯野地域については、大規模な住宅整備等により人

口増加を図るとともに、出張所管区を見直すことにより、にぎ

わいと活気あるまちづくりを進める。
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（２）健康・福祉

分野別課題

提言項目

①心のふれあうまちづくり

・ あいさつ、助け合いなどを通じて、心のふれあいを深める。

②高齢者・障害者にやさしいまちづくり

・歩道の段差解消などのバリアフリー化を進める。

・高齢者・障害者などへの地域ぐるみの支援策を検討する。

・地域における活動の一助となる地域マップ作成を検討する。

③子育てし易いまちづくり

・地域住民と学校との協力体制の充実を図る。

・こどもセンター等を活用した親子ふれあいの場づくりを進める。

・地域における子育て支援の活動を紹介する機会の充実を図る。

相武台地域は、高齢化率が市内平均よりも高く、また少子化により小学校が統廃

合されるなど、地域ぐるみでの少子高齢化に対する取り組みが必要となっていま

す。

また、核家族化により、高齢者と子どもとの世代間の交流が少ないことや、近所

同士での関係も希薄になるなど、人と人とがふれあうまちづくりが求められていま

す。
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（３）地域活力・コミュニティ

分野別課題

提言項目

①地域コミュニティの充実

・地域ボランティア活動の輪の充実を図る。

・若い世代が住みやすい生活環境づくりを進める。

・生活圏に対応した出張所管区、座間市境の見直しを行う。

・固定電話の市外局番の統一を図る。

・地域住民のあいさつから交流への心のふれあいを深める。

②地域住民交流の場の充実

・旧磯野台小学校跡地を活用して、新たな多目的ホールの建設を

進める。

・地域の活性化を図れるイベントを創設する。

・ふれあい広場の早期整備を進める。

相武台地域は、自治会加入率も市域で一番高く、自治会や地区社会福祉協議会及

び公民館の活動への協力も多く、またボランティアや各種サークルなどの活動も非

常に盛んな地域です。

しかし、当地域は、座間市、キヤンプ座間、麻溝台・新磯野地域に囲まれ、生活

圏と出張所管区が食い違うことや地域活動の拠点となる公民館が手狭となり、地域

活動への影響や制限などが出ています。

また、地域ぐるみでモラルの向上に努めるとともに、活気ある地域づくりのため

に商店街の活性化を図る必要があります。
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・こどもセンターのさらなる効果的な利用方法を検討する。

・こどもセンターの中高生の集える機会や雰囲気づくりの充実を

図る。

・主要な道路各所に「お休みスポット」を設けるとともに、街灯

の整備や植樹などを行う。

・雨水調整池を多目的グラウンドなどとして、有効活用を図る。

③モラルの向上

・次代を担う子どもたちのモラル向上に向けた取り組みを行う。

・自転車利用者のマナーの向上に努める。

④商店街の活性化

・地域ぐるみで個性豊かな商店街とするための環境づくりを進める。

・定期的に開催される朝市や各種イベントにより集客を図る。
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（４）生活環境

分野別課題

提言項目

①公園・緑地の充実

・地域の緑を生かしたやすらぎのあるまちづくりを進める。

・まちを花いっぱいで美しくし、心やすらぐ環境づくりを進める。

・ 健康づくりや介護予防ための器具を備えた公園の整備を行う。

・ふれあい広場の早期整備を進める。（再掲）

・雨水調整池を多目的グラウンドなどとして、有効活用を図る。

（再掲）

②環境にやさしいまちづくり

・家庭などでの堆肥づくりを進め、ゴミの減量化を図る。

・地域の落ち葉を活用した腐葉土づくりを検討する。

相武台地域は比較的緑が多く、桜など四季の花が人々を楽しませてくれていま

す。

また、緑豊かな公園などにおいてスポーツや健康づくりに親しむことは、心に潤

いを与え、日々の生活がいきいきとしてきます。

このため、誰もが身近な公園や広場で、気軽に健康づくりができるような設備の

充実が求められています。

また、地域住民の環境に対する意識の向上を図るため、家庭ゴミの減量化への取

り組みや地域におけるリサイクル活動を進めることも重要となっています。
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（５）安全・安心

分野別課題

提言項目

①防犯・防災体制の充実

・地域における防犯パトロール活動のさらなる充実を図り、安全・

安心のまちづくりを進める。

・市全体での防犯用具の統一を働きかける。

・出張所管区に対応した交番の管轄の見直しを働きかける。

・地域内の防犯灯のさらなる充実を図る。

・安全・安心メールの効果的な活用策を働きかける。

・ひばり放送を地域住民のために活用できるよう働きかける。

・ 児童・生徒を対象に学校と地域が連携した防犯に関する啓発活

動を行う。

②災害対策の充実

・地域における緊急避難の方法を検討する。

・災害避難場所となる小学校トイレのバリアフリー化を進める。

相武台地域は、防犯パトロールや子供の見守りなど、様々な活動が盛んに行われ、

安全・安心のまちづくりに対する地域住民の意識は近年非常に高くなっています。

こうしたことから、地域の防犯・防災体制をさらに強化するために、地域にある

交番やひばり放送の充実、地震などの災害時に備えた様々な対策を図ることが求め

られています。
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（６）教育・文化

分野別課題

提言項目

①子どもの健全育成策の充実

・ 児童・生徒を対象に学校と地域が連携した防犯に関する啓発活

動を行う。（再掲）

・次代を担う子どもたちのモラル向上に向けた取り組みを行う。（再掲）

・地域住民と学校との協力体制の充実を図る。（再掲）

②ふるさと相武台の創造

・多様な人・文化の交流による新しい地域文化を創造する。

③地域事情にあった学区等の見直し

・小学校の学区や通学路を安全性や分かりやすさを踏まえ、見直

しを行う。

相武台地域は、住民の高齢化や少子化により人口が減少し、地域内の小学校が統

廃合されるなど、次代を担う子どもたちの教育環境の充実が課題となっています。

また、様々な人々が暮らす当地域においては、ふるさと相武台に対する愛着心を

育むことや新しい地域の文化を地域住民で考えていくことが必要となっています。
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（７）基地

分野別課題

提言項目

①基地の返還

・地域と市とが一丸となった基地の返還に向けた取り組みを進める。

・キャンプ座間ゴルフ場周辺外周道路の共同使用を促進する。

（再掲）

相武台地域は、地域の西側で南北方向に伸びるキャンプ座間と県道相武台相模原

（村富線）とに挟まれた地域であり、村富線の慢性的な渋滞やキャンプ座間による

迂回などにより、生活道路である市道に多くの通過車両が進入し、高齢者・障害者

などの通行や児童・生徒たちなどの通学が危険な状況となっています。また、基地

周辺においては、ヘリコプターの騒音被害も出ています。

このため、地域と市とが一丸となった基地の返還に向けた取り組みを進めるとと

もに、地域の道路環境改善につながるゴルフ場周辺外周道路の共同使用の早期実現

が望まれています。
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４ 資料

○会議等経過

日 程 会議内容 出席者数

平成１９年

７月１０日（火）

相武台地域まちづくり会議準備会に向けた打ち合わせ会議

・会則、公募方法等の検討
委員2名

９月 ６日（木）
相武台地域まちづくり会議準備会

・公募の選考等
委員４名

９月２７日（木）
第１回相武台地域まちづくり会議

・会則（案）、役員の選出
委員１８名

１０月２４日（水）
第２回相武台地域まちづくり会議

・地域の課題（良い点・悪い点）の抽出①
委員２０名

１２月１０日（月）
第３回相武台地域まちづくり会議

・地域の課題（良い点・悪い点）の抽出②
委員１１名

平成２０年

１月１７日（木）

第４回相武台地域まちづくり会議

・地域の課題（良い点・悪い点）の取りまとめ

・地域説明会の日程

委員１２名

2月１５日（金）
第５回相武台地域まちづくり会議

・重点提言項目、提言図、提言書案の検討
委員１７名

３月１２日（水）
第６回相武台地域まちづくり会議

・提言書案の確認、説明会について
委員１８名

一般２２名
４月１９日（土） 相武台地域まちづくり提言書（素案）説明会

委員１７名
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○委員名簿

№ 氏 名 選出団体 役職 備考

１ 丸 塚 幾 男
相武台地区自治会連合会（会長）

市安全・安心まちづくり推進協議会相武台支部（支部長）
会長

２ 佐 藤 あつ子 相武台地区自治会連合会（副会長）

３ 岩 﨑 孝 雄 相武台地区自治会連合会（副会長） 第２回会議まで

４ 工 藤 金 由 相武台地区自治会連合会（副会長） 第５回会議から

５ 吉光寺 敏 男 相武台第３児童館（館長）

６ 勝 山 千 恵 相武台グリーンパークちびっこクラブ（代表）

７ 平 片 勝 美 相武台公民館（館長） 副会長

８ 高 橋 尚 相武台地区青少年育成協議会（会長）

９ 高 岡 昭 公民館運営協議会（代表）

１０ 井 谷 昌 博 体育指導員（代表）

１１ 赤 柴 美重子 相武台中学校ＰＴＡ（会長）

１２ 横 田 久美子 緑台小学校ＰＴＡ（会長）

１３ 津 田 啓 子 相武台地区社会福祉協議会（会長） 副会長

１４ 相 川 真 慶 相武台地区民生委員児童委員協議会（会長）

１５ 久保田 大 晴 相武台地区保健福祉機関（代表）

１６ 水 島 忠 雄 相武台地区老人クラブ連合会（会長）

１７ 塚 田 幸 惠 相武台地区ボランティアグループ（代表）

１８ 小 俣 博 由 相武台地区防犯協会（会長）

１９ 西 尾 史 郎 相武台地区交通安全団体（代表）

２０ 池 田 和 彰 相武台商店街（会長）

２１ 位 下 豊 消防団第６分団第５部（代表）

２２ 三 好 昇 公募委員

（事務局）

企画政策課 岩永 幸夫、櫻澤 淳 都市計画課 梶野 喜一

道路管理課 古田 献

相武台出張所 細野 千里 相武台公民館 中島 勝平

１４


